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十
八

独
立
性

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
独
立
性
を
い
う
。

十
九

燃
料
体

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
に
規
定
す
る
燃
料
体
を
い
う
。

二
十

燃
料
材

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
燃
料
材
を
い
う
。

二
十
一

燃
料
の
許
容
設
計
限
界

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
燃
料
の
許
容

設
計
限
界
を
い
う
。

二
十
二

反
応
度
価
値

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
反
応
度
価
値
を
い
う
。

二
十
三

制
御
棒
の
最
大
反
応
度
価
値

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
制
御
棒

の
最
大
反
応
度
価
値
を
い
う
。

二
十
四

反
応
度
添
加
率

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
六
号
に
規
定
す
る
反
応
度
添
加
率
を
い

う
。

二
十
五

原
子
炉
停
止
系
統

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
停
止
系
統

を
い
う
。

二
十
六

反
応
度
制
御
系
統

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
八
号
に
規
定
す
る
反
応
度
制
御
系
統

を
い
う
。

二
十
七

安
全
保
護
回
路

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
九
号
に
規
定
す
る
安
全
保
護
回
路
を
い

う
。

二
十
八

安
全
設
備

設
計
基
準
事
故
時
及
び
設
計
基
準
事
故
に
至
る
ま
で
の
間
に
想
定
さ
れ
る
環
境
条
件
に
お
い

て
、
そ
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
直
接
又
は
間
接
に
生

じ
さ
せ
る
設
備
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

一
次
冷
却
系
統
設
備
そ
の
他
の
運
転
時
に
お
い
て
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な

設
備
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
設
備
（
原
子
炉
容
器
を
除
く
。）

ロ

非
常
用
冷
却
設
備
（
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
安
全
保
護
回
路
、
非
常
用
電
源
設
備

そ
の
他
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
安

全
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
設
備
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
設
備

ハ

原
子
炉
格
納
容
器
及
び
そ
の
附
属
設
備

二
十
九

一
次
冷
却
材

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
一
次
冷
却
材
を
い
う
。

三
十

一
次
冷
却
系
統
設
備

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
一
次
冷
却
系
統
設

備
を
い
う
。

三
十
一

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ

ン
ク
を
い
う
。

三
十
二

冠
水
維
持
設
備

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
に
規
定
す
る
冠
水
維
持
設
備
を
い

う
。

三
十
三

試
験
用
燃
料
体

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
に
規
定
す
る
試
験
用
燃
料
体
を
い

う
。

三
十
四

カ
バ
ー
ガ
ス

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
八
号
に
規
定
す
る
カ
バ
ー
ガ
ス
を
い
う
。

三
十
五

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
カ
バ
ー

ガ
ス
を
い
う
。

三
十
六

炉
心
冠
水
維
持
バ
ウ
ン
ダ
リ

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
規
定
す
る
炉
心
冠
水

維
持
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
七

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
規
定
す
る
原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
八

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
規
定
す
る
原
子
炉

冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

三
十
九

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ

試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
規
定
す

る
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
い
う
。

（
特
殊
な
設
計
に
よ
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
）

第
三
条

特
別
の
理
由
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
試

験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
及
び
設
置
方
法
を
記
載
し
た
申
請
書
に
関
係
図
面
を
添
付
し

て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
措
置
中
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
維
持
）

第
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
認
可
に
係
る
廃
止
措
置
計
画
（
同
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
又
は
届
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
定
め
る
性
能
維
持
施
設
（
試
験
炉
規
則
第
十

六
条
の
五
の
二
第
十
一
号
の
性
能
維
持
施
設
を
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認

可
に
係
る
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
施
設
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
地
盤
）

第
五
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
第
六
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。）は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
三
条
第
一
項
の
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
試
験
研

究
用
等
原
子
炉
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
六
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
こ
れ
に
作
用
す
る
地
震
力
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
算
定
す
る
地
震
力
を
い
う
。）に
よ
る
損
壊
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

耐
震
重
要
施
設
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
重
要
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）は
、
そ
の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
に
よ
る
加

速
度
に
よ
っ
て
作
用
す
る
地
震
力
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
震
力
を
い
う
。）に
対
し

て
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

耐
震
重
要
施
設
は
、
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
三
項
の
地
震
に
よ
り
生
ず
る
斜
面
の
崩
壊
に
よ
り
そ
の
安

全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
七
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
そ
の
供
用
中
に
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
（
試
験
炉
許
可
基
準
規
則
第
五
条
に
規
定
す
る
津
波
を
い
う
。）に
よ
り
そ
の
安
全
性
が
損
な

わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
八
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。）に
よ
り
そ
の
安
全
性

を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
、
基
礎
地
盤
の
改
良
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
周
辺
監
視
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
に
事
業
所
、
鉄
道
、
道
路
そ
の
他
の
外
部
か

ら
の
衝
撃
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
業
所
に
お
け
る
火
災
又
は
爆
発
事
故
、
危

険
物
を
搭
載
し
た
車
両
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
事
故
そ
の
他
の
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
か
ら
想
定
さ
れ
る
事
象

で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、原
子
炉
格
納
容
器
に
近
接
す
る
船
体
の
部
分
は
、

衝
突
、座
礁
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
機
能
の
喪
失
を
防
止
で
き
る
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
は
、
航
空
機
の
墜
落
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
）

第
九
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
以
下
「
工
場
等
」
と
い
う
。）は
、
試
験
研
究
用
等

原
子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
不
正
に
爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件

そ
の
他
人
に
危
害
を
与
え
又
は
他
の
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
及
び
不
正
ア
ク

セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項

に
規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。
第
三
十
二
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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